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沖縄のポピュラー音楽を題材とした音楽授業づくりの－試論
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加藤は、美しいメロディ、心はずむリズムと

いった言葉に見られるように、音楽的な要素や

メッセージの魅力から教材としての可能性を示

唆する。それも授業づくりのひとつの方途であ

る。

私たちは、音楽文化の理解という視点が、沖

縄のポピュラー音楽を題材とした授業づくりの

ひとつの方途だと考えている。この点について

説明を加えておこう。

音楽文化の理解は、これからの音楽教育のキー

ワードのひとつでもある。たとえば、教育課程

審議会の答申における音楽科の改善の基本方針

は、「我が国や諸外国の音楽文化についての関

１．はじめに

沖縄は、唄の島、芸能の島、踊りの島………

などと形容される。豊かな音楽文化の宝庫であ

る。沖縄音楽は、古くから伝承されてきた琉球

古典音楽、沖縄民謡といった伝統音楽にとどま

らない。新民謡、沖縄フォーク、沖縄ロック、

沖縄ボップ、沖縄ハードコアといったジャンル

で構成される沖縄のポビュラー音楽も、沖縄音

楽シーンを語る上で欠くことができないもので

ある。

沖縄音楽にも詳しい音楽教育学者の加藤富美

子は、とりわけ沖縄ボップの教材としての魅力

についてつぎのように述べる。

「近年になってからは、『喜納昌吉＆チャン

プルーズ』や『ネーネーズ』など、沖縄の伝統

を生かしたポップス音楽、いわゆる沖縄ポップ

がたくさんのヒットを飛ばし、沖縄音楽の魅力

がいっそう身近なものとなってきています。素

晴らしく美しいメロディーと心はずむリズム。

子どもたちに沖縄音楽の魅力を伝えるためには、

こうした沖縄ポップからも目が離せません。沖

縄の神髄である自由な精神が、そこにはあふれ

ているからです｣１１

心や理解を一層深める表現活動及び鑑賞の充実

を図る………………」（観点ウ)、「これからの

国際社会に生きる児童に必要とされる資質・能

力を育成する観点から、諸外国の音楽文化と我

が国の伝統的な音楽文化を味わい尊重する態度

の育成を一層重視する………………………こと

について述べたもの｣2）（観点ウの説明）〔下線

筆者〕と述べる．

こうした考え方の背景には、国際化社会への

対応には、「異文化」であるさまざまな民族の

音楽文化を理解するとともに、一方でその前提

｡琉球大学教育学部・･琉球大学教育学部附属中学校講師
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る文化間では、排外・隷属、排他などといった

関係ではなく、異なる文化の交流・突き合わせ

の中から、新しい文化が創造されてきた歴史も

じつは多く存在する。まずはそうした事実を教

材化してみるのである。

教材は歴史だけにあるのではない、音楽の場

合であれば、ある文化のもとでの様式が他のそ

れと出会いながら、いかに新しい様式が現在生

み出されているかといったことを教材化してみ

ることも重要となる。たとえば、アジアの音楽

を学ぶ際には、そうした視点にたって「アジア

ンポップス」を教材化してみるといったことで

ある」5）

国際化が進展する２１世紀は、さまざまな文化

的他者と交流しながら、自己形成を図っていく

ことが益々必要となってくる。他の文化を共感

的に理解しようとする態度形成とともに、さら

に進んで、文化的な他者との相互交流によって

新たな文化を創造していくというよりポジティ

ブでかつクリエイティブな態度形成が求められ

ると考えることができる。八木の方法的コンセ

プトが示唆的な所以である。

八木が例にあげる「アジアンボッブス」を、

「沖縄のポピュラー音楽」と言い換えてみる。

沖縄のポピュラー音楽を題材とした授業づくり

の豊かな可能性が見えてくる。なぜならば、

｢異なる文化の交流・突き合わせの中から、新

しい文化が創造されてきた事実｣。音楽でいう

と「ある文化のもとでの様式が他のそれと出合

いながら、新しい様式が生み出されていること｣。

これは、後述するように、沖縄のポピュラー音

楽文化に見られる顕著な特質であるからである。

本稿は、八木のいうコンセプトをもとに、沖

縄のポピュラー音楽を題材とした授業づくりの

可能性を実践的に追求するとともに、一方で、

その背景となる沖縄のポピュラー音楽文化や個々

の音楽作品についての情報提供も企図したもの

である。

そのために、まず沖縄のポピュラー音楽の変

遷をたどりながら、沖縄のポピュラー音楽文化

の特質について述べる。それを踏まえ、沖縄の

ポピュラー音楽文化の特質を内容とした授業プ

として「自文化」である我が国の音楽文化の理

解が重要であるという認識を想定できる。

ところで、音楽文化を理解し尊重する態度を

育てること。常識的に考えて、こうした子ども

を育てることは多くの教師に共通する願いであ

るといって大きく違ってないはずである。

だが、国際理解をめざす音楽科の実践を分析

した磯田三津子が「多くの授業は、単に、自国

または他国の音楽文化の理解にとどまっており、

ユネスコが『国際理解教育』の目標として強調

してきた『国際協力への姿勢の育成』や『人権

意識の酒蕊』といった認識は薄い｣3)と指摘す

るように、音楽科の自文化理解や異文化理解に

資する授業が、とりわけ異文化への共感的理解、

さらには共感的な理解を越えてともに協働する

態度育成に必ずしもつながっているとは言いが

たい現状を意識しないわけにはいかない。では、

こうした課題へどう接近したらよいのだろうか。

この点で示唆的なのが八木正一の異文化理解

に関わる方法的コンセプトである。八木は「異

文化理解教育を進めるにあたって、つぎのよう

な方法的コンセプトによって、異文化理解の前

提ともなる子どもたちの構えを育成することが

実践的な最重要課題」と言い、それについて詳

しく説明を加えている｡⑪

異質なものとの関係性のなかでものごとが

発展的に生まれるといった認識をいかに経

験的に穫得させるか。

「これは、すべての教科や領域で意識されな

ければならない。日常的な教育活動のなかで、

自己の考えが他者のそれと対立しつつもお互い

の議論や学び合いによって、自己の考えが変容

し、さらに自己の考えと他者の考えの突き合わ

せの中から、新しい考えが生まれていくといっ

た活動を恒常的に組織し、そうした認識を子ど

もたちの中に一般化することがまず重要となる。

こうした基本的な活動をふまえながら、各教

科や領域で、異質なものとの関係性の中で、じ

つはものごとが発展的に生まれるのだという認

識を育てる実践を進めていく必要がある。異な
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ラン「『沖縄のポピュラー音楽』の秘密を探ろ

う！」を提案する。さらにその授業実践の成果

と課題についても明らかにしていく。

レコードデビューを果たす民謡歌手のプロ化が

進む。また、1960年にＲＯＫ『民謡の花束』、１９

６１年にはＲＢＣラジオ『民謡で今日拝なびら』

が始まり、歌い手の活躍の場は増々広がった。
白な

この頃の民:爵ブームに活躍した歌手に喜納
しようえい白なしよう台ち ちなていばんちなさだお

昌永（喜納昌吉の父)、知名定繁（知名定男
かでからりんしようのぼりかわせいじん

の父)、嘉手苅林昌、登111誠仁、知名定男な

どがいる。1959年、沖縄初のテレビ局・沖縄テ

レビ（OTV）が開局し、1960年代にはテレビ・

ラジオの二極化が一挙に進む。

また、1950年代以降、マルタカレコード、マ

ルテルレコードなど、数多くの民謡レーベルが

乱立し、新民謡のレコード化が盛んに行なわれ

た｡大衆に浸透した作品としては、《兄弟小節》

(作詞：前川朝昭、作曲：屋良朝久)、《道芝》

(作詞作曲：喜屋武繁雄)、《うんじゆが情ど頬

まりる》（作詞作曲：知名定男､歌：瀬良垣苗子）

などがある。特に、口語体の自由詩とコード進

行に基づく作曲法で作られた《うんじゆが情ど

頬まりる》（1971年発売）は大衆からの強い支

持を集め、沖縄戦後最大のヒット曲となった。
まえかわしゆけん

その後、1983年には、２３歳の前)１１守賢がボップ

な新民謡《かなさんど－》（作詞作曲：前川守

質、楠作：照屋林助）でデビューし、大衆の人

気を獲得した。

一方､作曲家として、《芭蕉布》《豊年音頭》

《肝がなさ節》など多数の新民謡作品を世に出
ふくばらつれお

した人物Ｉご普久原恒勇（普久原朝喜の養子）力ｆ

いる。恒勇は、沖縄民謡の音楽スタイルに洋楽

的様式を導入した斬新な創作活動を進めるとと

もに、数多くの歌手やグループをプロデュース

しながら新しい沖縄音楽を模索した。中でも、

民謡を合唱曲風にアレンジした男声４人のホッ

プトーンズ(代表曲《ヘイ１二才運》）､女声４

人グループの先駆け的存在・フォーシスターズ

(代表曲《丘の一本松》）の活踊は沖縄音楽史の

発展に大きな影響を与えた。

しかし、朝喜に始まるこれら新民謡の変遷は

自(沖縄)文化社会に限定したく内向き〉の発信

であった。あくまでも日本・海外の沖縄系エス

ニック・コミュニティ7)に向けられた実践であ

り、地元のレコード・メディア、放送メディア

2．沖縄のポピュラー音楽文化の特質

本章では、沖縄のポピュラー音楽を題材とし

た授業づくりの前提的な視点として、沖縄のポ

ピュラー音楽文化について情報提供をすること

にしたい。「新民謡」「沖縄フォーク」「沖縄ロッ

ク」「沖縄ポップ」「沖縄ハードコア」の各ジャ

ンルごとに、各ジャンルの確立に大きな影響を

与えた人物や作品を中心に足跡をたどり、それ

を踏まえ、沖縄のポピュラー音楽に共通する特

質について述べる。

２．１新民謡

古来の民謡は作者不詳であるのに対し､作詞・

作曲者が明らかな歌謡を「新(作)民謡」と呼ぶ。

1927年、大阪でマルフクレコードを設立した沖
ふぐは５ちょう台

縄出身の普久原朝喜が沖縄新民i爵のパイオニア

である。朝喜は自ら作詞作曲した新民謡のレコー

ドを制作・販売し、レコードというメディアを

通して、故郷沖縄から離れて暮らす人々の心を

慰めた。

大正時代に日本本土で興った新民謡運動は、

発表作品の多くが各地域を題材にしたものや

｢その時代の状況をきわめてよく反映して作ら

れる一種の流行歌｣`)であり、朝喜もそれらの

活動から少なからず影響を受けていた。朝喜の

処女作《移民小唄》は歌詞が共通語で作られ、

伴奏楽器にヴァイオリンを取り入れるなど、斬

新な創作活動の一面をうかがわせる。また、海

外へ移民として旅立つ沖縄出身者を激励する歌

詞は、《懐かしき故郷（1952年発売)、《通い船》

(1959発売）にも通じる故郷を離れて暮らす同

胞たちへのメッセージであった。

戦後、放送メディアの発達に目を向けると、

1950年に琉球放送ラジオ(ＲＢＣラジオ)が開局

し、『素人のど自慢大会』という番組が人気を

博した.1960年にはラジオ沖縄(ROK)も開局

し、各局のコンテスト番組で優勝した歌い手が
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の発展も伴い、個々の作品が大衆へ浸透していっ

たのである。

えた。

沖縄ロックは「ペンチャーズやディープ・パー

プルなどのコピーから出発し、次第にオリジナ

ル作品を発表し始める｣8)。

普遍的なアメリカン・ハードロックを追求し

た彼らだが、作品の中には沖縄音楽の要素を取

り入れたものも幾つかある。

「紫」は、リーダーのジョージ紫が「ロック

とクラシックと琉球民族音楽の融合というコン

セプトを持って音楽活動に没頭してきました」

，)と語るように、沖縄音楽の要素を取り入れ

た作品が目につく。《FlyAway》（作詞作曲：

ジョージ紫）は前奏に沖縄音階を用いたパッセー

ジがあり、昭和初期発表の宮良長包作品《なん

た浜》（作詞：宮良高夫、作曲：宮良長包)のメ

ロディーを導入した。

また、沖縄三大ロックバンド「紫」「コンディ

ショングリーン」「キャビナス」のドラマーを

つとめた宮永英一は、1980年代後半以降、ロッ

クと沖縄音楽の融合に果敢に取り組んでいる。

八重山出身の民謡歌手・本竹裕助と共にグルー

プ「スーパーきじむな－」を結成した宮永はド

ラムを島太鼓に代え、本竹の三線早弾きとの即

興演奏に挑戦する。これら数多くの実験的試み

を重ねた成果が1995年《琉球マジック》（作詞

作曲：宮永英一・CaseyRankin）に集結する。

《琉球マジック》はエイサーのリズムを基調に

した作風で、大太鼓が印象的に柏を刻み、歌詞

は沖縄語で作られた。

このように、アメリカの普遍的なハードロッ

クを目指した沖縄ロックのバンドは、音楽シー

ンの変遷と共に自己の音楽表現を変革せざるを

得なかった。そして、現在もロックと他ジャン

ルの融合により新境地を開拓し続けている。

２．２沖縄フォーク

1960年代半ば以降、日本本土ではフォークの

－大ブームが巻き起こっていた。沖縄では1971

年に沖縄フォーク村が誕生し、村長をつとめた

のが当時琉球大学の学生だった佐渡山豊である。

代表曲《ドウーチュイムニー》は歌詞が25番ま

であり、自己を内省的に振り返り、当時沖縄が
うちな－ぐち

鼠かれていた社会的現状を沖縄語から次第|ご共

通語へと転換して歌われる。フォークの音楽様

式で作られた作品だが、沖縄語と共通語を混合

した歌詞により、沖縄人としてのエスニック・

アイデンティティーを強力に打ち出した点で日

本のフォーク界にも大きな衝撃を与えた。

1990年代になると、ボーカル＆ギターの奈須

重樹とヴァイオリンの山里満寿代の２人ユニッ

ト・やちむんが登場する。「浦添音楽祭'96」で

入賞した《ロード・トゥ・ナミノウエ》（作詞

作曲:なすしげき)は宮崎出身の奈須の独特な視

点で描かれており、沖縄の心象風景を浮かび上

がらせる表現スタイルはカメラマン奈須ならで

はの手法である。また、ＮＨＫ「あたらしい沖

縄のうた｣に採用され《がんばれいぽや－る_》

(作洞作曲:なすしげき）は、沖縄の家の守り神

ともいうべきヤモリを題材にｊキッキッキッキ

キー～という鳴き声を歌詞に盛り込むなど、子

どもから大人まで幅広い世代に支持された。

２３沖縄ロック

1964年、ベトナム戦争が本格化すると、沖縄

本島中部の米軍基地周辺では米兵が集まるＡサ

インパー（米兵出入りを許可された飲食店等）

を中心に、毎晩ロックパンドが演奏を競い合っ

ていた。米兵は戦争という極限状況から解き放

たれたわずかな時間をロックに求め、それとと

もにバンド自体も本格的なロックサウンドと高

度なテクニックを磨いていく。中でも「紫」

｢コンディショングリーン」は沖縄のみならず、

1970年代半ばには日本本土デビューも果たし、

日本のロック・シーンに強烈なインパクトを与

２．４沖縄ポツプ

1970年代以降、「沖縄ポップ」と呼ばれる音

楽ジャンルが台頭してきた。「沖縄ボップ」と

は、「沖縄のエスニック・アイデンティティー

をポピュラー音楽の様式において表現した音楽｣'0）

のことをいう。

1977年に《ハイサイおじさん》で全国デビュー
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した喜納昌吉が沖縄ボップの先駆的役割を果た

し、その斬新な表現スタイルは、日本のポピュ

ラー音楽界に大きな衝撃を与えた。

また、1957年に12才でデビューして以来、沖

縄民錨界で歌手、作詞作曲家として活鰯してい

た知名定男は、1978年にＬＰ『赤花』で全国デ

ビューを果たす。シンガー・ソングライターと

しての側面が結集した知名作品は、喜納のよう

に沖縄のエスニック・アイデンティティーを前

面には出さず、沖縄民謡の様式を当時のニュー

ミュージック・サウンドに内包させる表現スタ

イルを打ち出した。

さらに、1980年代のワールドミュージック・

ブームに後押しされる形で台頭してきた沖縄ポッ

プは、1990年以降、りんけんバンド、喜納昌吉

＆チャンプルーズに続き、知名定男がネーネー

ズを結成し、日本のポピュラー音楽界に送りだ

した。

りんけんバンドは《ありがとう》（作詞作曲：
てるやりんけん

照屋林賢)力f沖縄県内のテレビＣＭＩご起用され

たことがきっかけで注目を集め、日本本土での

コンサートが実現した。沖縄語の歌詞に強いこ

だわりを持つ姿勢は一貫しており、日本本土側

が求める沖縄イメージを楽曲、演奏スタイル、

衣装において強力にアピールした。

一方、知名プロデュースによるネーネーズは

女声４人のユニゾンを基盤とし、民謡や新民謡、

沖縄を題材にした新作をポップなアレンジで国

内外に発信した。代表作《黄金の花》はＴＢＳ

系「筑紫哲也のNews23」のエンディグ曲に採

用され、普久原朝喜以来の移民を題材にした作

品である。

その他ＤＩＡＭＡＮＴＥＳ《ガンパッテヤンド》、
ひでかつ あらゆきと

日出克《ミノレクムナリ》、新良幸人＆パーシヤ
にしど皮Dしげあき

クラブ《ファムレウタ(子守唄)》、西泊茂昌

《風のどなん》などが1990年代の沖縄ボップ・

ブームに拍車をかけた。また、2001年に活動を

中止したCoccoは《強く懐い者たち》のヒットに

より、J-Popの世界で成功をおさめている。

このように沖縄ポップは、沖縄の伝統的な音

楽様式に日本・海外のポピュラー音楽の手法を

取り入れるなど、沖縄らしさをより強調した作

品及び演奏スタイルを追求してきた。彼らは、

自己の作品を戦略的に日本・海外の他文化社会

へ発信するく外向き〉の音楽表現を今も模索し

続けている。

２．５沖縄ハードコア

1990年代後半以降、モンゴル800、ＩＮ－ＨＩ、

地獄車など、ハードコア系のバンドが沖綱のイ

ンディーズ・シーンに登場した。各バンドのメ

ンバーは10代～20代前半の男性である。活動拠

点は日本本土、沖縄と個々に異なるが、ディス

コやクラブで繰り広げるライブは毎回、多くの

若者で埋め尽くされている。

沖抑ハードコアのグループは日本のポピュラー

音楽界でも注目度が高い。2002年には、モンゴ

ル800のＣＤ『メッセージ」がオリコンチャート

１位を独得し、通算売り上げ枚数が200万枚を

超えた。インディーズ作品としてはオリコン史

上初のミリオンセラーである。しかし、彼らは

テレビ・ラジオなどの放送メディアに依存した

宣伝方法は一切使わず、あくまでもライブを中

心にした活動でこの成果を得た。

沖綱ハードコアのグループに共通するのは、

沖純らしさの表現方法が沖縄ポップの音楽家と

違っていることである。沖縄を外側から見つめ

た戦略手法で表現スタイルを確立した沖縄ポッ

プに比べ、沖縄ハードコアは沖縄の歴史認識や

極かれている社会状況を直視した作品が多い。

そして、それらの題材を自然体でとらえ、表現

していることに特徴がある。これはハードコア

の担い手や聴衆が沖縄本土復帰(1972年）以降

に生まれ育っていることも要因の一つであろう。

このように、大手メジャーのレコード会社で

なければヒットしない、というポピュラー音楽

界の定説は、モンゴル800の活躍によってくつ

がえされた。ポピュラー音楽のシステム構造も

新たな発想で転換する時期に来ているのである。

以上、各ジャンルごとに沖縄ポピュラー音楽

の変避とその特質についてやや諭しく述べてき

た。

これまでの行論から、この５つのジャンルには、
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校２年生（138名）を対象に、2002年度２学期

に実践したものである。

本プランは、沖縄のポピュラー音楽とその文

化の特質について興味・関心もたせ、一定の知

識を伝えるとともに、沖縄のポピュラー音楽の

特質を理解することによって、沖縄の音楽文化

の担い手としての態度形成に資することを企図

して作成したものである。

以下、授業プラン（全８時間中の７時間分）

を、教材の解説や実践結果も交えて紹介する。

つぎのような共通の特質があるといえる。

伝統的な沖繩音楽の様式に、ポップスのそ

れを融合させ、新たな作品を創出している。

先に「異なる文化の交流・突き合わせの中か

ら、新しい文化が創造されてきた事実」が、沖

縄のポピュラー音楽文化に見られる顕著な特質

であると述べた。これを沖縄のポピュラー音楽

文化に則していうと、このようになる。一言で

いうと「様式の融合」である。もちろん沖純・

沖縄以外の様式の比重は各ジャンル、個々の作

品によって異なる。その表現方法、発信方法も

多様である。だが、どのジャンルにも音楽表現

における「沖縄らしさ」の追求を見てとること

ができる。それは、現在、活躍する音楽家たち

にも通じるテーマである。

次章では、その沖縄のポピュラー音楽文化の

特質に焦点をあてた授業プランを紹介すること

にしたい。

３．１沖縄のポピュラー音楽文化の変遷を把握

する（１時間）

この活動は、沖縄音楽にはどんな種類がある

のか。とりわけ沖縄のポピュラー音楽にはどん

なジャンルがあり、どのように成立してきたの

か。まず、こうしたことについて、一定の知識

を櫛造的に与えておきたいという意図があった。

そのために、「沖縄音楽のあゆみ」の系譜を

わかりやすく図示したプリントを用意するとと

もに、解説文を活用したクイズを仕組んでみた。

各ジャンルから沖縄のポピュラー音楽の変避を

把握するために適切と思われる典型的・具体的

な音楽作品を６曲抽出し、それについてＡ～Ｆ

3．授業プラン「『沖縄のポピュラー音楽』

の秘密を探ろう」

本プランは、高橋が担当するＲ大学附属中学

『沖縄音楽のあゆみ』
17週己？……･…20翅巳……1945年､Q団……1972年(Ｈ１⑪よ±ﾛﾛ⑪………………1990年．…･………………･21世９２．.……

⑰D2PWEB》

｢雨正誘１ 』》《ていんさぐぬ花、

《トウパラーマ》

(WｷﾘＭｉＮｉ》

(1)【】

｢痂脈ﾜｦ１
宮軸昌古＆チヤンプノレーズ《ハイサイおじさん10（２）【】

知名定男0(バイバイ湘紅》りんけんバンド《ありがとう》

D1AuAmS《ガンパッテヤン榊

日出立《ミルクムナリ》

ネーネーズKHi金の719,

沖田0フォーク

(4)【】③【】

渕削§ロック

⑤【】

ｎF面可二戸ﾖﾃ１－
⑤【】
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３．２．沖縄のポピュラー音楽文化の特質を理

解する（１時間）．

の６つの解説文をつくったのが「曲あてクイズ」

である。

６つの曲を聴かせ、「沖縄音楽のあゆみ」の

【】にあてはまる適切な解説文を答えさせる

ものである。

授業では、クイズで生徒の思考をくぐらすこ

とで、生徒は「曲あてクイズ」の解説を真剣に

よみ、また真剣に曲を聴くことができた。「年

表とかもあって、何が起きた時代はどんな曲が

流行ったのかとても分かりやすい授業だった」

という生徒の感想に見られるように、この活動

は生徒に好意的に受けとめられていた。

授業は、プリント教材「『沖縄のポピュラー

音楽』の秘密を知ろう！」（12頁綴り）を教師

が読み進める形で行った。教師の指示があるま

では勝手に次のページをめくらないようにあら

かじめ指示しておいた。沖縄のポピュラー音楽

の特徴を楽器、リズム、レコーディング方法、

演奏スタイルといった観点から、総合的に理解

させようと企図したものである。

以下、〈問題〉に則して、活動の意図と教材

の解説や授業結果を交えながらプランを紹介し

ていくことにしたい。

〈問題１〉

まず、沖縄音楽の特徴を記入させ、簡単に

説明した上で、問題に入った。

【楽器】三線、三板、四つ竹

【音階】沖縄音階（ド・ミ・ファ・ソ.シ）

律音階（ド・レ・ミ・ソ・ラ）

【リズム】ｙ・JbJ~ヨｎＪ~ヨ
うちな－ぐち

【歌詞】沖193語

ｊｊ曲あてクイズｊＤ

Ｑ衣のトキは．プリント、■■必のみいみ」の、－回の□を餌奴した文です。
（0）から■ｍＥｂｑﾅらので．モオLPhl二あてはまる研狂をA寺から■ぴ．

田舟をプリントのＩＤに巴入しよう！

政F■こ■向か⑩■して.■白戸まで■こぇてく６．（みんなの京lこい､6はＴｌ）
仲貝泉、２．ギター、ヴァイオリン．バーカヲシ■ン町家■)．
杵■砂画△■旱をアコースティ･"ク・サウンドでｇＩｊら円女2人皿ユニラト・
ユニヲト名は．「や６６のjのウチナーグチ（Nq血､）－「●●の中山

Ａ

はずむリズムbqO何tで、カチヤーンー､唾■･

メイン鰍－カルとハヤシ座男性力畝ヮている．

乗ゴムヨ■と大hL
gu期』作恂の曰何t、､、とてＯ｣BOOでたＬＷ打、

Ｂ

いり屯Dウチナーゲチ晩、､）ｐ珂切で茜由り．ウHnのあら■洞､名碩力曲てくム
ニニウである郎己正世.■印方君から共通型二ｈｺし超ん丘わっていく．

空耳0丁コースティラヶ・ギター．エレキギクー．パーカヲシ■ン（ｍＥ■)．
取っている円榔２．哨Ｄｕｏ●●●Ｈ０の$１日慮ったＩ

Ｃ
，初めに、仲■音束の特8kを整理しておきましょう．

１
１

■
爾

来
音

Ｉ
Ｉ禰似，インティーズ・シーンから丘臼した，Ⅱ23人、のパンIJo

2mIFに1Ａ①『メッセージ」の兜り1.1｢が100万枚を夷、
インディースHLL､pH》てオリコンチャート１位Iこ〃いたl
d2flの「中●●中」⑬、ウチナーグチ（噸mGlに□すと「うんじゆにｊかば？

音勵

音階）
，

【リズム】聿捌」、コザロ理，米兵を毎胸ニハサインバーでＷ日してし､厘
竺O堂.gご平.￣＿

【〕ﾄﾞ本土．白外使も測られた伝由の●●●バンド．

バンド名バムパープルgDf1本田研一ｒ●●●●」

Ｅ

Ｆ弓【政■】

■■剛灼の女住シンガーｂ

Ｉ顕IF【二淀兜したこのH即P､金ロi■二知られるようI率６．

２，０１凧史協“F画rH6

mu』FNq田圃のkﾛﾛﾇ・白百な日田忠さん

Ｆ

■■,.では.これから上地,徴ﾁｬﾝﾌﾟﾊｰｽﾞの“を貝てもらいます．

A-Eの中で．二の皎旬に白てはまらないも⑩を１つⅢんで．■牙を
■白入れなさい．解答とクイズに用いた曲は以下の通り｡１，

(1)Ｂ：仲本昭盛《豊年音頭》

(2)Ｆ：Cocco《強く傍い者たち》

(3)α佐渡山豊《ドゥチュイムニ_》

(4)Ａ：やちむん《がんばれいぼや_る－》

(5)Ｅ：紫《DoubleDealingWoman》

(6)Ｄ：モンゴル800《あなたに》

凡敏の政洩は沖■■（ウチナーゲチ）である．

B：メイン・ボーカルは■せてある．

C：ハヤシは．女性が担■している．

､：坪碩■は使われていない．

E:率疽■は豊芭と1錨ｶﾊﾞ使われている．

答え戸

まず、沖縄のポピュラー音楽の特質を典型的
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に担っている作品を視聴12)させ、音楽様式の融

合を実感させることを企図してみた。1977年に

全国発売された喜納昌吉の《ハイサイおじさん》

(喜納昌吉作詞・作曲）は、沖縄の伝統的な音

楽様式にロックという海外のポピュラー音楽の

様式を融合させた画期的な作品である。楽器編

成では、三線、三板などの琉球楽器に、エレキ

ギター、ドラムなどの洋楽器を組み合わせてい

る。リズム面では、沖縄民謡のシャッフルのリ

ズムを強力なロックのビートにのせている。ロッ

クのビートに沖細語の歌詞をのせる斬新な試み

は、「沖縄ポップ」というジャンルを生む契機

となった。映像からのインパクトが強く、生徒

は真剣に見入っていた。

【リズム】■

●初めに．リズムのパリエーシ■ンを冗えましょう１

＞＞

①Ｂビート

②レゲエ

③ルンバ

④ﾏンボ

田■､２次に■〈曲は①－④CDどのリズムを使って､■曲しているでしょう？

(1)ｂ§麺《バイバイ沖、替え后

（幻iili識《かなさんど-》答え戸

③ザ･フェーレー《ﾌｪｰﾚｰ（）（）（〃谷几戸

■■１０，答えば．Ｄです．

二の《ハイサイ猫じさん》という曲は、1977年．■伯■百8チャン

プルーズが全国デビューした時のシングル・レコードでｑｒｂ

Ｑｈ位を見ると、三■、三校などの、R泉■に・ギター・ドラムなど

の坪ﾖﾋﾞ団が組み合わされています．そして、リズムは．民囲の

クタンカタンカーより強い、ロックのビートを取り入れています・

強伍なH刊■■（ウチナーグチ）も強く印故に困りますね・

当DCは．「《ハイサイおじさんDは民凹でもないし､ロックでもなし．

何と呼んだらいいのかなあ」と、突然、BuLた匿い､仲旧U晋楽に人々

はピプクリしたそうです．でも、その缶、９０年代に入って．ワんけ

んバンドやネーネーズなど､仲田U音楽と■伜音楽をミプクスした缶し

い曲がたくさん生まれました．

このように、（仲円らしさ）を前面に嚢したポピュラー在来を

「沖釘ポップ」と呼んでいます．

ているこの作品の聴取では、リズムがレゲエで

あることに気づいた生徒は少なかった。

(2)《かなさんど－》（前川守資作詞・作曲、

知名定男編曲)M)は、民謡歌手、芝居役者でも

あり沖縄県産マルチ・タレントの前川守質の作

品である。フォークソング・ブームに青年時代

を過ごした前川は、当時の音楽体験を生かした

作風で、若者にも人気があり、生徒には身近な

作品であった。前川は沖縄音楽特有のシャッフ

ルのリズムを用いて作曲したが、アレンジを担

当した知名定男から「８ビートに変えてはどう

か」という提案があり、レコーディングでは８

ビートに変更して演奏したという｡'5）生徒の解

答を見ると、８ビートの正解率が最も高い。リ

ズムを判別しやすい作品であった。

（３）《フェーレーマンボ》（知名定男・松田弘

一作詞、知名定男作曲)'6)は、プロデューサー・

知名定男が実力派の民謡歌手４人を集め結成し

たザ・フェーレーが歌っている。この作品は20

00年発売当初からテレビやラジオなどで流れる

機会が多く、耳にしていた生徒も少なくなかっ

た。またリズムの判別も容易であった。

正解を知らせた後、(1)～(3)の曲に合わせ、実

際にリズムを手拍子させた。作品に導入したり

Ｉハイサイおじさん」に代忠されるように．四和且■･鋼■の人々は．元々

あった沖■の百ｍ=、日本本土や■外の■車スタイルをどんどんｍＷｕＬて．

たくさんの■を作り．几■し皮した．

さて、－体．どのような■鷹スタイルを取り入れていたのでしょう．

く問題２〉

この活動は、海外のポピュラー音楽のリズム

がどのように沖縄のポピュラー音楽作品に反映

されているかを聴取させることを意図した。そ

のために、まず、海外のポピュラー音楽から４

つの代表的なリズムパターン（レゲエ、８ビー

トルンパ、マンボ）を覚えさせてから鑑賞に

入った。

（１）《パイパイ沖縄》（知名定男作詞・作曲、

中村弘明・編曲)'３１は、レゲエのリズムを導入

した斬新な作品として、発売当初、日本のポピュ

ラー音楽界でも注目を集めた。知名定男が1978

年に全国デビューしたＬＰ『赤花』に所収され

－８０－



ズムパターンを実体験させる活動は、自分たち

でアレンジする際の有効な布石になると考えた

からである。

〈問題３〉

問題で用いた《布珪（ハワイ）節》（普久原

朝喜作詞・作曲)】`)は，沖縄新民謡のパイオニ

ア・普久原朝喜の作品である。朝喜はレコーディ

ングにおいて、早くから洋楽器を導入したこと

でも知られる。昭和初期の録音のため、少々聴

き取りづらい音源であった。だが、アコーディ

オンと解答した生徒が若干名いただけで、弦を

はじく三線の音（短音）と弦を弓で弾くヴァイ

オリンの音（長音）は歌声と絡み合ってはいた

ものの、ほとんどの生徒が三線とヴァイオリン

の音をしっかり聴き分けていた。

作品の背景に少し説明を加えておこう。１９３７

年録音の同作品は、両親と妻を沖縄に残し、海

外に旅立つ男の心情を歌った作品である。沖縄

は1899年以降、困窮した経済状態から抜け出す

道を海外移民に求める人々が急増し、ハワイを

中心にペルー、ブラジル、アルゼンチンなどに

渡航した沖縄からの海外移民は、「近代におけ

る日本全体の移民の約１割を占める｣1町という。

普久原朝喜は、海外移民する沖縄出身者を激励

した作品を数多く創作している。

■■３の笘几は．Ｂです．

二の■が■作されたのは、匝伎±1,ない＄わＩ0（1905）年頃

でず．

■Ａ■■己は大臣に出稼ぎにＩＦＣ・敵毎件■を■札て■らすウ

チナンチュ（00■人）たものｎ易いIこな〃Lぱと．昭Uｂ２（ｌ９ｍｑＬ

に、マルブクレコーIFとb､う○杜を囚玄しました．

《は圧㎡UHDq笹ｂＬＧ故郷、など、たくさんのレコーIrt■

OTL．、転正で■百各珀をまわって破史したというエピソード0K

段っています．

それまでは節が作ったのかわからない民⑪企画っていたPP■

の人々」8．初めて．Ｉやった人が明らかな「妖鍵⑪２（劇作便＆）

を■いた■■でした．

その後．極多くの茂圧■映飼作されるようになり．缶久匁回官

は゛『晤凶￣ｊのパイオニア･と呼ばれています．

（圃名：チコンキー（岳⑪■）プケバル）

レコーディング方茂】■

●ポピュラー曰虫のレコーディング方庇は．莅乎や公■を餌臼すら人たちが

スタジオに■まって■台するのが－伍的です．

■■､４次に■＜■は－■的な方伍ではなく、■時．■行していたある方途

で．レコーディングを伺ってい戒▼．

さて．そ刺土どんな力暁でしょうか？

Ａ－Ｏから＝んで．ＥＳを■白入れなさい．

几■の中で．汝の宮をnh匁■としてレコーディングＬ先．

０；リャングルで．■■⑨■８戸を⑰の支え侭レコーディングした．

Ｃ：コンピューターで三■などの■Ｅ作丘して．打ち込み■ＳＧＬと．

０９分句型、山虫で．■やキタキツネに虫■を安■してもらって伍曰した．

りんIナルパンド《ありがとう》谷八戸

〈問題４〉

りんけんバンドの《ありがとう》（照屋林賢

作詞・作曲)'，)は、1990年に全国発売したＣＤ

『ありがとう』に収められ、1990年代の沖縄ポッ

プ・ブームの先駆けとなった作品である。リー

ダーの照屋林賢は「三線の演奏に何か新しい現

代的なニュアンスを出してみたかった。しかも、

本物の三線を弾かずに、シークェンサーやシン

セサイザーといった機械を使って、ボコポコと

音を出したら面白いんじゃないか。あまりうね

らない、カチッと乾いたリズムでやったら気持

ちいいんじゃないか、と思った｣201と自著で語っ

ている。照屋が《ありがとう》を創作したのは

1985年である｡21)1980年代、世界のポピュラー

音楽界は「アナログからデジタルへと音楽機材

や技術、ソフトが激変した時代｣画であり、デ

ジタル・シークェンサーやデジタル・シンセサ

イザーが音楽家たちに広まっていった。これら

の機材を照屋も使用し、三線のサンプリング音

源をコンピューターによる打ち込み録音する方

法を取り入れたのが、りんけんバンドであった。

大多数の生徒が正解の「C」を選び、授業後の

感想からは、生演奏の三線の音色との違いを確

かに感じていたようすを読み取ることができた。

七.顕は民■軒ですが､ﾈｰﾈｰｽﾞをﾌﾟﾛﾃﾞﾆｰｽしたり．

シンガー・ソングライター伯ら作例作画した政を自分で吸う）と

して．女だ．仇の人に作品を■供するなど．各方宙で鱈■中です．

Ｉi嫡ii(役称ゲンちゃんIは.ﾃﾚﾋﾞ由によく丑巴する

隆臼故争でＴｂ《かなさんど-、やｑ遊び■》は還曲金．盆■Dなど

で大人気の■ですｂ

ザ・フエーレーは一見．＄そうな円柱グループ時Ｗ可02．プロデュ

ーサーの知名定月が実力瓜の氏瓜政孚０人を■ぬ益丘しました．

このように､曲をアレンZ>すら■に。８ビートやレゲエなどの

リズムを使って．房ＬＬ､仔史スタイルを生み出しているので十・

しでは．■え６０わかったところで．(1)－(3)をCDに合わせて．

リズムをたたいてみよう！（Pb4に■ろ）

【毎■】■

■■.＄次に■《■辻･汁■■外｡､■■が頂■侭、わってL０京▼．

さて．その空包上吐同でしょう？

Ａ－Fから■んで．Ｅ丹をＳｍｕＬなさい．

ｂＡＨ■･広子《ﾊﾜｲ■》岱几［ヨ

Ａ；ドラム

Ｃ：ペースギター

巳アコーディオン

Ｂ：ヴァイオリン

、：エレキギター

トピアノ
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田■BOD呑几はＢです．
■■▲の谷えば．Ｃです．

１９９０年に兜兒された、「ありがとう」は．仲■ボップ・ブー

ムの先矼けとなったアルバムですｂ

ｕんけんバンドは．エイサー■の衣独Iこ身を包み．月性主体の

ｽﾃｰｼﾞﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽが魅力です.リーダーの笛Iiiiが曲を

作り･欧頂は全曲、仲■u■（ウチナーグチ）であることが的伍で

す．林■さんは．女性２人ユニット・子インケディンケのプロデ

ューサーでもあります．

位一虎の女性賦一カル上匁Rn子は、しっとりしたバラードを潟

怠とし立十．

りんけルパンドやティンケテインクは．北行のライブハウス

「カラハーイ」で．定頂的にライブを田いています．皆さん．是

非．一皮、行ってみてください！

1991年に抽成されたＤＩＡ二四花Sは．ペルー生まれ仲幻３世の

アルペルト域■』8ボーカルを楓臼しています．

スペイン■や仲田昭（ウチナーグチ)、共通届など．敏画はバ

ラエティにちんでいま十．仲組をテーマに敏った曲も多く･瑛

田■戒はラテンパーカッシロンなど、ワテン官泉スタイルが９０

敏のバンドです．

【本土盆■＋沖■毎■】■

●沖■では．■印王■ｎ代から日本本土（ヤマトウ）との宮亘鋲あり．人々の

行き来によって．毎々な盆■･台車が岸■'二伝えられました．

通に.沖■から日本*土に伝わったもので､代皮的な頂■は錨(日本本土

でI鍾鑓〕ですね

【箇奥スタイル】■

因且51990年代に人って、突如、現れたグループがいます．

そのグループはこれユでのIPJUfV豪にはな8函白スタイルで．収容

Ｉこ;自囚なインパクトを，J（てい＆す．これI2jff-カルの男性がある

田の出OWgからです．さて．それは世界のどの凶でしょうか？

次から沮んで、巴りぜ召Ｑ入れ唯さい．

ﾛ己.ｅ衣に■《■は．日本本土のrpgR(（ど白)」（七五■）という左■し

沖■のエイサーCDリズムが合体して山車lE作品です．

さて．この■は．沖■の環この■のロ皿■使っているのでしょう？
次から■んで．巴丹をご倉入れなさい．

△

四
ｍ
ｍ
四

石
汝
■
小

Ａ
０
０
０

Ａ：ブラジル

Ｂ：ペルー

［：アイルランド

、：ジャマイカ

DlAmHTrS《ガンパヴテヤンド》香几戸 眉IJI圖仏ﾙｹﾑﾅﾘ》 甘え戸

〈問題５〉

1991年に結成されたＤＩＡＭＡＮＴＥＳは、ペルー

生まれ沖縄３世のアルベルト城間がボーカルを

担当している。ラテン音楽と沖縄音楽をミック

スした「オキナワ・ラティーナ」を目指し、歌

詞は曲によってスペイン語、沖縄語、共通語な

どが混合する。デビュー曲《ガンパッテヤンド

》（アルペルト城間作詞・作曲)型)も曲名は日

本語（共通語）とスペイン語の造語である。楽

器はラテンパーカッションを中心に洋楽器主体

で編成され、ラテン・スタイルが特徴のバンド

である。アルベルト城間の出身地ペルーの音楽

の影響を強く表わしている。

もっとも、三線のメロディーを強調した《片

手に三線を》（アルベルト城間、ボブ石原、伊狩

典子作詞・アルベルト城間作曲）や沖縄の民族

芸能・エイサーを表象した《EISA》など、沖縄

音楽・芸能の要素を前面に出した作品の存在も

記しておきたい。ちなみに、アルベルト城間は、

生まれ育ったペルーを離れ、日本で歌手として

デビューした後、挫折、その後沖純で成功する

そのストーリーはテレビや雑誌などで取り上げ

られることが多く、生徒の大半がアルペルト城

間の出身地がペルーであることを知っていた。

〈問題６〉

1993年に発売された日出克のデビュー・シン

グル《ミルクムナリ》（小浜島口説、日出克・

作曲)”は沖縄県内のテレビＣＭから火がつき、

世代を超えて絶大な支持を集めた作品である。

小浜島に伝わる五穀豊穂を願った七五調の口説

をモチーフに、日出克がエイサー・ビートを強

力に用いて作曲した。この曲はエイサー団体

｢琉球園まつり太鼓」の重要なレパートリーで

あり、地域のイベントなどで耳にする機会が多

い。また、ほとんどの生徒が小学校の運動会な

どで、この曲に合わせて踊った経験があり、既

知の曲ではある。しかし、口説の歌詞をある島

に特定する要因が見つからないため、問題の正

解率は極めて低かった。問題に挙げた４つの島

全てが八重山諸島であり、島独自の言葉を聞き

分けるほど方言に詳しい生徒はいなかった。こ

の出題は、内容も含め選択肢を再検討する必要

があろう。

－８２－



の豊かさを感じてほしいという意図があった。

上の感想と結びつけると、その意図はある程度

達成されたと考えることができる。

■■Bの替えばＤです．

’9"年に発兜された眉鹸のデビューｼﾝｸﾞﾙは､■から火2＄

つき、あっという団紀１万1kの大ヒット！

「、k田まつり大賊」というエイサー団体では、丘曳なレパー

トリーになってい生すもみんなの中にも、，jq2校の辺勘合などで、

■った人がいるはず！

あさどや

３．３〉中縄民謡《安里屋ユンタ》をアレンジ・

演奏・相互評価・鑑賞する（５時間）

数名のグループを編成し、前時に学習した海

外のポピュラー音楽のリズムをもとに、沖縄民

謡《安里屋ユンタ》をアレンジする活動である。

表現スタイルの融合を実体験を通して感得させ

ることを企図したものである。

最初に、八重山出身の民謡歌手・大工哲弘の

《安里屋ユンタ》”を鑑賞させた。

●中●中中中中の●中中中中中中＊*中中中中中中中中中中の●中中中中

以上のように．日本本土や海外０，百虫スタイルを■収して．n分たちの室垣

スタイルにしてしまった芹■の人たちは、＊らにすごいですわ．

「チャンプルー■、の秘密が餌けたでしょうか？

【■貢コーナー】

●さて．丘伎はいつものように■頁コーナーです．

□名は■■２でも■ゆた《バイバイ沖■》ですが．放っているのは女性

４人ゲハープのネーネーズです．■■に住っているリズムはロじですが．

■のラストに空ろリズム・パターンが』■わっています．
それはＲかむえながら．■戸コーナーへＬＤｔｏＢＧＤＩｌ

欣甲名〆ネーネーズ曲名／《バイバイ沖、

ｊ前回、覚えたリズムのバリエーションを使って、

《安阜属ユンタ》をアレンジしよう１

・皮ｆ､大工'昭L幻伍う《安困風ユンタ》を■いてみましょう．
（Ｓつと、－廊釦■Ｗどことがある醐囲だと思いまれ）

・メロディーをだいたい覚えたら､＄d珊寸さの楽Ｈｌｔｊ２て､ロに合わせて
取ってみましょう．

安璽屋ユンタ
臆８回8.

く鑑賞コーナー〉

鑑賞曲ネーネーズの《バイバイ沖縄》（知名

定男作詞・作曲、佐原一哉編曲)卸は、基本と

なるリズムがレゲエから後半はラップに変化し

ている。この曲はく問題２〉において、作詞・

作曲者である知名定男の歌で鑑賞した曲である。

この曲の鑑賞について、代表的な生徒の感想を

いくつかあげてみよう。

「ネーネーズの曲の雰囲気と知名定男の曲の雰囲気

が違っていた。編曲に使っているリズムはレゲエと

同じだけど、曲の雰囲気は全然違うんだなと思いま

した｣。

「さっき聴いた《パイパイ沖縄》より、とってもポッ

プっぽくて明るくて、沖縄らしい編曲になっている。

最後に、パックはペースとドラムだけの方言ラップ

がすごい。全然ちがう曲に聡こえてカッコよくなっ

ていた」

「沖縄のもともとあった音楽とレゲエという異なっ

た音楽のジャンルが結びつくとは思わなかった。レ

ゲエの他にもいろいろな音楽と結びつく沖縄の音楽

はすごいと思った」

鑑賞コーナーの活動では、知名の歌と比較し

たりしながら、生徒が自らの音楽的価値観をもっ

たり、レゲエやラップとの融合による音楽表現

テーりみはの⑰６０のいばらのはな一

参三蓋二参三i三二割二コFz＝室＝量Eﾖﾖﾖﾖ
かﾔーﾆｲﾕｲ<皿てか上ればヤレホニＤＱとの
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この音源は、伴奏楽器に三線、琴、笛が用い

られ、大工の唄を前面に出したサウンドとなっ

ている。極めてシンプルなこの音源を聴かせた

のは、生徒には様々な楽器を使い、趣向を凝ら

したアレンジを追求してほしいと考えたからで

ある。その後、配付した楽譜を見ながらＣＤ音

源に合わせて一緒に歌い、この時、クサーユイ

ユイ～など２箇所の嘱子部分を確認した。

－８３－



琉球楽器)、ゴーヤーマラカス、カスタネット

ボンゴ、コンガ、タンバリン、ドラムセット、

木琴などから、弦楽器はギター、三線などから

選択させた。

練習方法については、各グループにゆだね、

教師が適宜、アドバイスを加えた。全体的な支

援としては、生徒たちからの要求で、基本的な

コード（Ｃ、Ｆ、Ｇ）を授業者が書き加え、三

線の工工四の楽譜をもとに、前奏も付け加えた

楽譜を配布した。

練習の過程では、８ビートのリズムの楽器選

定に時間を要したグループがあった。このよう

な場合、ボンゴやコンガなどの膜鳴楽器をまず

初めに取組ませ、メロディー楽器と合奏した上

で足りない音色を加えるよう、アドバイスした。

また、「８ビートの速さが一定にならず、歌と

合わない」という訴えがあった。この場合、教

師も一緒に８分音符を手拍子しながら、一定の

速さになった時点で、ベースのリズムを加える

という方法をとった。さらに、歌にオブリガー

トやハーモニーを加える際は、ピアノやキーボー

ドなどで幾つか案を出し、実践しながら、最終

的には合奏した時のサウンドで決めるよう指導

した。

では、実質４時間かけてつくりあげた生徒の

アレンジは、どのようなものになったのか。次

頁の表は、グループの曲の槽成とアレンジ内容

から特徴的なものを析出し一覧にしたものであ

る。

１７グループを一瞥してわかるように、リズム

はほぼ８ビートに特化しているものの、楽器編

成や曲の樹成とアレンジ内容の面では、さまざ

まなパターンが見られる。生徒たちの創造的表

現の豊かさは私たちの想像をこえるものであっ

た。この点を明らかにするために、特徴的な工

夫をしたグループをいくつか紹介することにし

たい。

＜Ｋグループ＞

１番を８ビート、２番をマンボというように

リズムを変化させ、特色のあるサウンドを創り

出そうと試みていた。前時に学習したネーネー

ズの《パイパイ沖縄》（知名定男作詞・作曲）

さ～て．ここで個函ですｌ

閏皿７これから、グループごとに《安里屋ユンタ》をアレンジしてもらい

まれでも、「アレンジ」って、一体、どういうことをするので

しょう傘

次から沮んで.肥弓を画き入れなさい．

Ａ：けし！ＴしＩ」というハヤシを加えること．

Ｂ:豪Ｅ３を使わないで、アカベラで歌うこと．

Ｃ:guhを該gqM二趣｡｢母宙するために､楽田■b没やリズムを変えること．

Ｄ：つん<や1国Ⅳ98,こUpんで、グループを■9没し、デビューすること．

答え戸

〈問題７〉

アレンジの意味「楽曲を、実際に演奏するた

めの演奏形態（楽器編成や演奏時間など）に応

じて改編すること｣、を確認するとともに、そ

の作品の背景やアレンジの手順を明示的に伝え

ることを企図した。

ﾛ麺７の答えはＣで戎

「アレンジ」とは､U;idhの楽田抵虞を変えたり、レゲエや８ビートなど、
リズムを変えて､ぼびけることなのです６欣炬オプリガートを加えたり、
ハモリを増やしたりと、いろいろ工夫できますね．

《安里田ユンタ》の元欣は、八画山浦&しﾜｽｹ百田こ伝わる、

古田《安風且ユンタハハ血山麓田こは、Ｉユンタ」とﾛﾜ網uもる労

■畝があり､人々は■Hや､Qをしながら退屈さをまざらオブｈとのに

政った、と首わdLていますらだから､そ、91±もちろん､三線な

どのﾖﾛ89を使っていませ“

ﾛﾛ和9年(1904剰頃、＝ロムピアレコードから、潮Ⅱ民囲の

レコードを兜引けることになり、《壷囲皿ユンタＤはそのｎ曲と

して、レーーディングされました.古田のままでｈＡＢわに土の

人たちにわかりにくしので､田面を'1凸輿勿、5の且克さん､f何目9
年ＰｂＣａＤ■，

をN計田田迫ﾋﾟﾖﾛ女の官良日し包さんIこ餌んで､作り変えてもらいまし

た．レコー川上されると．日本本土でも姉[行１４Fでも､代表的

な網■民皿として、囚しまれていますね．

それで(よ《安里風ユンタ》のアレンジに取りﾛﾘｶ､I）塵しよう．

勿吟ﾌｦﾋﾞ表までU，手刑は､次の通りで勺も

Ｌグルー式二分ｶｫlろ．（５～８人くらい）

２１９２１分１日をiAめる．

①ﾒロディー（リコーダー、賎ピアノ、】鐡圏など）

②ﾘズム（手拍子､、四9,塗属留など）

ａ王本リズム(8ビート,レゲエなど)を何に可｢る力むえ、アレンジする．

Ｌゲリープごとに､pH面する．

５Ｌグループごとに、発表する．

（自分たちのｸﾞﾙｰﾌﾞｦﾓ哀傷U1は､巫査カードに82人すら）

グループ発表までの手順はプリントに書いて

ある通りである。

打楽器は三板、四つ竹、パーランクー（以上、

－８４－



の鑑賞活動が、１曲のなかでのりズムパターン

の変化を生み出す布石になったと推すことがで

きる。

＜Ｐグループ＞

歌、ピアノ、ギター（２本)、木琴、打楽器

の編成によるグループである。前奏はピアノが

コード記号に基づく和音を弾き、ギターはコー

ドを弾く者とメロディーを弾く者に分かれて演

奏した。さらに、１番はリコーダーが担当した

メロディー部分を、２番では木琴が演奏した。

基本となる８ビートは、スネアに他の楽器を徐々

に加えていくことで、厚みのあるサウンドを追

求した。曲の榊成を理解した上で、柔軟な発想

で楽器編成を工夫した例である。

くＱグループ＞

歌（５名)、三線（２丁)、ドラム編成のこの

グループは、ひたすら三線とドラムの合奏に時

間を費やし、８ビートの刻みを習得することに

重点を置いていた。安定したリズムを刻むこと

ができれば、歌と合わせた時も混乱せずに、発

－８５－

班 リズム ''11の櫛成（メロディー楽器／伴奏楽器） アレンジの内容

Ａ ８ビート
iii秦(二線,ピアノ)→１番(歌/三線,ボン
ゴ,木琴)ピアノ)→間奏(三線）→２番(歌
/三線.ボンゴ.木琴.ピアノ）

三線の旗↑１１を中心にアレンジ。
ニーをつくった。

木琴と三線でハーモ

Ｂ ８ビート Iiil秦(三線,コンガ)→１番(リコーダー/木
琴,コンガ,三線）

リコーダーでハーモニーをつくった⑨

》
Ｃ

８ビート
､i葵（ピアノ,コンガ,リコーダー）→１番
(歌/リコーダー,木琴,コンガ）→後奏

ピアノは和音。タンバリンと手拍子で８ビートを刻
む。木琴とリコーダーでハーモニーをつくった。

， ８ビート l～２番(歌/三板,リコーダー,コンガ） コンガと三板で８ビートを刻んだ。全てユニゾン。

Ｅ ８ビート 1番（ピアノ.リコーダー,木琴,マラカス） リコーダーと木琴でハーモニーをつくった。

Ｆ ８ビート iii葵(ピアノ)→１番(リコーダー／ドラム，
マラカス,パーランクー,ピアノ）

前奏はピアノのみ、マラカス.パーランクー,ドラム
で８ビートを刻んだ。

Ｇ ８ビート 前奏(ピアノ,木琴)→１番(木琴,タンバリ
ン,リコーダー,ドラム,マラカス）

木琴２人でメロディーと分散和音を合奏。マラカス
でアクセントを強illMした。

Ｈ ８ビート iiii奏(リコーダー)→１番(歌/三線） 三線の打楽器的な奏法。メロディーはオリジナル。

Ｉ ８ビート １番(歌/スネア＆シンバル） メロディーは《アンパンマンのマーチ》

』 ８ビート 前奏(タンバリン→タンバリン,手拍子)→
１番(歌/タンバリン,手拍子）

タンバリンと手拍子で８ビートを刻んだ。楽器をだ
んだん増やしていった。

Ｋ
マンボ＋
8ビート 嶬繍汀」型蚤繁甥ﾉL昊欝｜

(歌／ドラム）

ハヤシにハーモニーをつくる。１コーラスごとにリ
ズムを変えた。

Ｌ ８ビート
前奏(リコーダー)→１番(歌
ボンゴ,マラカス)→後奏(リ

/リコーダー，
コーダー）

ボンゴとマラカスで8ビートを刻む。ハヤシにハー
モニーをつくった。後奏を加えた。

Ｍ ８ビート
１番(ア・カペラ３部）→間奏(三線,マラ
カス,パーランクー,手拍子）
＝線.マラカスーパーランケー皐騨餅(歌／

ハーモニーを充分に考慮したアカペラをつくる。三
線を効果的に便)Ⅱした。

Ｎ ８ビート １番(歌／コンガ,キーボード） ハヤシをｊハイハイヤサーという言葉に変えた。

○ ８ビート １番(リコーダー/手拍子,ボンゴ,マラカス） 手拍子,ボンゴ,マラカスで8ビートを完成させた.

Ｐ ８ビート

前奏(ピアノ,ギター)→１番(リコーダー／
ギター,スネア,マラカス）→間奏(ピアノ，
ギター,スネア)→２番(木琴/タンバリン，
マラカス）

1コーラス毎にメロディー楽器を変える。８ビートは
スネアに他の楽器を加えて音を厚くした。

Ｑ ８ビート
iMi奏(三線,ドラム,ピアノ)→１番(HIi(/三
線,ドラム)→間奏(三線,ドラムⅢピアノ）
→２番(歌/三線,ドラム,ピアノ）

三線,ドラム,ピアノによって伴奏を組み立てた。間
奏と歌の部分を明確に分けてアレンジした｡



表へ挑むことができると考えたからであろう。 ンブルーしていくのもいいけど、本来の歌もしっか

り受け継いでいきたい」

新良幸人＆パーシャクラブの《安里屋ストリー

ト》をどう評価するか、これには正解はない。

先にあげた二つの立場も、どちらが正解かを決

めることはできない。今回は、時間的な制約も

あり、感想を脅かせただけで終わったが、生徒

の音楽的な価値観の育成を企図するならば、た

とえば、どちらかの立場に立たせ、その理由に

ついての意見交流を仕組むことも課題であろう。

＜Ｈグループ＞

歌、リコーダー、三線の編成によるグループ。

沖縄民謡の場合、三線は歌のメロディーにそっ

て弾くのが一般的である。しかし、このグルー

プの三線奏者は８ビートを三線の３本の弦を強

く打ち鳴らす奏法によって表現した。これはく

問題ｌ〉で見た喜納昌吉《ハイサイおじさん》

のエレキギター奏法が影響を与えていると考え

る。また、歌もオリジナルのメロディーを創り、

原曲とは大きく異なる《安里屋ユンタ》となっ

た。

グループ発表における相互評価では、各グルー

プが選択したリズムが確実に聴こえているか、

また、オリジナリティーが表現できているか、

ということを重点に評価させた。生徒は、歌と

楽器のバランスや、ハーモニーに気をつけて審

査していた。審査結果では、オリジナルの嚥子

を加えた発表（Ｎグループ）やアカペラを効果

的に演出した演奏（Ｍグループ）が高いポイン

トを猿得した。

最後には、プロの音楽家がアレンジした新良

幸人＆パーシャクラブの《安里屋ストリート》麹）

を鑑賞させた。この曲は原曲《安里屋ユンタ》

のイメージをふり払うほど、強力なジャズ風の

アレンジが施されていたからである。自分たち

がアレンジした実体験と照らして、このアレン

ジについて、生徒がどう評価するのか、たのし

みであった。

多様な意見があったが、大きく二つの立場が

見られた。

大きな変化を歓迎する意見。

「こんなに本格的にはできないが、鑑賞している人

が別の曲に聞こえるぐらいにアレンジができれば上

出来だと思った」

激変したアレンジに一定の憂慮を示す意見。

「リズムやハヤシ、バンドも全部オリジナルで、まっ

たく違うのに、ちゃんと《安里屋ユンタ》になって

いるのですごい」

「ここまで変わってしまうと、本来の《安里屋ユン

タ》はなくなってしまうんじゃないかと思った。チャ

３．４ポピュラー音楽のシステムの理解（２

時間）

ワークシートに沿って、作品がポピュラー音

楽として浸透するシステムを学ぶ。沖縄のポピュ

ラー音楽史について、ＴＶ番組『琉球ボップ台

風上陸』（1993年７月６日、ＮＨＫＢＳ2放送）を

通して振り返る。この活動については、紙面の

都合で割愛する。

４．実践の成果と課題

前章で紹介した授業プランを生徒たちは、

どのように受けとめたのか。

結論から言うと、肯定的な受け止め方をし

ていることは、生徒の感想からある程度読み取

ることはできる。代表的な感想をいくつか紹介

しよう。

「今まで沖縄音楽にはあまり関心がなかったけど、

授業を通してすごく関心がわきました」

「沖縄にはいろいろな種類の音楽があることに気づ

いた。自分はこの授業で喜納昌吉さんのファンになっ

た」

「今回の学習を通して、沖綱の音楽が進化しつづけ

ているんだなって、一番に感じた」

「沖縄で活躯している歌手は昔からの音楽形式を受

け継ぎつつ、新しいものを取り入れて、また独自の

音楽形式をつくりだしているのがすごいと思った」

「沖縄のポピュラー音楽は、ただ受け継いだり伝統

を守り歌うだけでなく、その時代で、自分たちでア

レンジしたり、でも伝統を守り、次の世代に伝えて

いくって感じでカッコいい」

－８６－



先に本プランの意図を「沖縄のポピュラー音

楽とその文化の特質について興味・関心もたせ、

一定の知識を伝えるとともに、沖縄のポピュラー

音楽の特質を理解することによって、沖縄の音

楽文化の担い手としての態度形成に資すること」

と説明した。

少なくとも、生徒の感想からは、一定の理解・

関心をもたせることには、つながったと捉える

ことができる。また理解のレベルはあるものの

｢音楽の融合」という特質をしっかりおさえて

いる感想も多い。たとえばつぎの感想である。

「沖縄の音楽というのが、他の所の音楽を混ぜて

作っていったチャンプルー音楽だということがよく

わかった。沖縄の音楽はレゲエや８ビートと混ぜて

も、それでも沖縄の音楽という感じがでるというの

はすごいと思う」

特質の理解という点についても成果を感じる

ことができる。

さらには、沖縄の文化の担い手としての態度

形成の面でも、新たな文化を創造していこうと

いう視点も見られた。たとえば、つぎのような

感想である。

「沖縄の音楽を残すためにも、いろいろな音楽と出

合い、自分自身でわかる！ということが大切だと思

います。ラップなどもくっつけて、今風の音楽を作

りたいです」

ところで、本プランは、いくつかの視点を提

供する意図をもっている。

第一は、新しい教育内容に関する視点である。

本プランは、「伝統的な沖縄音楽の様式に、ポッ

プスのそれを融合させ、新たな作品を創出して

いる」という沖縄のポピュラー音楽文化の特質

を教育内容としたものである。「異質なものと

の関係性のなかでものごとが発展的に生まれる

といった認識をいかに経験的に独得させるか」

という八木の方法的コンセプトを教育内容レベ

ルで具体化するという意図であり、こうした内

容の有効性について一定検証してみよという視

点である。生徒の音楽的価値観の形成に関わっ

たく音楽について＞の学習を志向したものでも

ある。

第二は、授業書的な手法をとりいれた教材づ

くりという視点である。

プリント教材「『沖縄のポピュラー音楽」の

秘密を探ろう！」は、基本的にプリントに沿っ

た形で授業をすすめるようにつくってある。授

業書的な手法にならって、「問題」・「お話」を

骨格にさまざまな活動を組織している。「この

音楽作品は、○○の要素をとりいれてます」と

いった機械的な伝達ではなく、子どもたちの思

考をくぐらすことが、興味・関心や知識・理解

を深めることにつながると考えたからである。

第三は、音楽様式の融合を創造的な活動を通

して体験させたるという視点である。伝統的な

沖縄民謡《安里谷ユンタ》をポピュラー音楽の

様式に基づいて編曲して演奏し、さらに相互交

流を交えることで、子どもたちは、より豊かに

沖縄のポピュラー音楽の特徴を感得できると考

えたからである。

視点の二、三は、視点一にせまるための方法

的視点でもある

前述の肯定的な感想を照らしてみる。実際の

授業のようすでは、プリント問題にたのしそう

に取り組んでいた生徒の姿や、アレンジについ

ても、自主的・創造的な姿勢を見ることができ

た。さまざまな課題はあるものの、一定の成果

があったと認識することは可能である。とりわ

け、成果を感じたのが、第三の視点である音楽

様式の融合を創造的な活動を通して体験させる

という視点である。

当然のことだが、アレンジをするという創造

的な活動は、ある程度の音楽的能力を必要とす

る。やはり、基礎的な能力が十分についてない

生徒たちにとっては、いろいろな面で蝿しかっ

た」という感想も少なくなかった。だが、前項

で述べたように、生徒たちの表現の豊かさは想

像を超えるものだった。また、活動についての

満足度も高かったと捉えることができる。代表

的な感想をあげてみよう。

「アレンジというのは簡単じゃないけど、やってい

てとてもおもしろかった」

「先生が『アレンジして』と言った時、無理だなあ

と思ったけど、８ビートやマンボ、ルンバとかいる

いんな種類があって、それを合わせてアレンジした

－８７－



ることになる。

この点について、藤岡信勝は授業書づくりの

方法をつぎのように定石化している｡２，１

Ａ・自分にとってさし当り最も関心があり、

しかも子どもに－度は教えてやりたいと思うよ

うなテーマを設定する。………………

Ｂ・テーマが限定されると、逆に広い世界と

のつながりが見えてくる。そのテーマに関連の

ある、または関連のありそうな文献の網羅的な

リストを作成する。………………

Ｃ、次に、可能な限り、文献を読み進む。そ

の過程で生じた疑問や、自分が間違っていたこ

と、また、他人なら間違いそうなこと、新たな

発見などを、すべて疑問文の形で列挙していく。

Ｄ・前段階の疑問文をひとつの手がかりとし

ながら、子どもの知的好奇心をひきつけ、しか

も結論に意外性のある問題とお話をつくり、そ

れらを櫛造づけ系列化する。………………

Ｅ、最後に子ども（やおとな）に実際に授業

をしてみて、おもしろくないところ、論理のつ

ながらないところ、説明の不十分のなところな

どを改訂する。この改訂をくり返す。

八木正一らは、藤岡の方法に学びつつ、一連

の著書のなかで、音楽科のユニークなお話教材

を開発してきた釦)。当然、沖縄のポピュラー音

楽の教材化の際にも有効な視点になると考えら

れる。

本プランを藤岡の定石にてらしてみる。

「知的好奇心をひきつけ、しかも結論に意外性

のある問題とお話をつくり………」の部分をみ

ると、問題のユニークさ、そして生徒の予想と

の適度なズレ、なるほど！と思わず頷くような

説明……。こうした点では、十分とは言えない。

問題とその解説は、常識的な知識の枠から大き

く出るものではなかった。

また、さまざまな形からアプローチはしたも

のの、これが構造づけられて体系化されている

かというと、この点についても十分とは言えな

い。「様式の融合」といっても、さまざまな融

合の要素がある。レベルもある。「様式の融合」

の下位内容をていねいに設定し、構造化する作

業を前提にした授業づくりが必要だった。

り、大変だったけど、ある程度自分たちでもできた

からよかった。とにかく楽しかった」

さらに、アレンジ活動から、新たな創造活動

への意欲が生成した生徒もいた。

「次は《ていんさぐぬ花》などの童謡や自分たちで

オリジナルの曲をつくってみたい」

「自分たちも学級全員で《安里屋ユンタ》にラップ

を入れてみたり、プロのミュージシャンみたいにし

たいです」

技術の壁を乗り越えて、自分たちの表現をつ

くりあげたことが、さらなる活動への意欲を生

み出している。

また、生徒のアレンジには、プリント学習を

通して学んだ沖縄のポピュラー音楽家たちの手

法が生かされていることをグループの工夫につ

いての記述のなかで述べた。アレンジ活動が一

定成功したのは､前次のプリント学習が効果的

に働いたと考えることができる。

こうしてみると、八木のいう「異質なものと

の関係性のなかでものごとが発展的に生まれる

といった認識」を、プリントに沿って展開され

た多くの沖縄のポピュラー音楽の鑑賞と創造的

なアレンジ活動を通して笈得できた、とりわけ、

実体験を通した学習が生徒の沖縄のポピュラー

音楽への認識を深めるのに貢献した、と私たち

は評価している。

また、こうした活動が、多くの生徒たちにとっ

て有意味であったことも、これまでの感想の引

用と授業の生徒のようすからから、十分に推す

ことができる。

一方、沖縄のポピュラー音楽の教材化をより

発展的に捉えるためには実践の課題を総括する

必要もある。この点について大きく二つの立場

から述べることにしたい。

ひとつは、教材づくりの課題である。

先に、授業書的な手法をとりいれた教材づく

りという視点を提供するのが本プランの視点の

ひとつだと述べた。授業書的な手法で問題をつ

くる場合、その問題を生徒と追究していくため

には、意外性のあるユニークな問題を組織する

ことが大事になる。生徒の予想との適度なズレ

が、興味・関心をもって追求できる楢えをつく

－８８－



専門的知見を子どもたちの思考をくぐらせて

学習させようとする場合、藤岡のいうＣの疑問

文づくりは、問題づくりの貴重なヒントとなる。

藤岡の方法を指標に教材化の道すじを見直し、

改訂作業をすすめることも、私たちの課題であ

る。

もうひとつは、授業の構造的な課題である。

本プランは、生徒の創造性を生かすアレンジ

活動を位圃づけたものの、やはりアナロジカル

に言うと、教師の決めた線路の上をいかにうま

く走らすか、という基本的な楢造をもつもので

あった。教師から生徒への垂直的な学びの楢造

である。より主体的な態度育成を目指そうとす

るとき、こうしたあり方はなじむものではない。

生徒と教師が水平的な関係に立って、追究して

いけるような授業をつくることも課題である。

音楽様式の融合という沖縄のポピュラー音楽文

化の特質を、生徒が自ら追究していくような授

業のあり方がもっと考えられてもよい。

私たちは、これまで「出力」をキーワードに、

生徒が主体的に追究する音楽授業の授業のあり

方についても、沖縄や北海道の音楽を題材にし

て提案してきた｡31）

沖縄のポピュラー音楽について、生徒の知識

や技術を出力する授業をつくっていくことも、

私たちの今後の課題としたい。
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